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5. 4 騒 音 

5. 4. 1 現況調査 

(1) 調査内容 

事業計画地周辺における騒音の状況を把握するため、既存資料調査及び現地調査を

実施した。 

現地調査は、一般環境騒音については事業計画地周辺の住居地近傍の３地点、道路

交通騒音については施設の利用及び工事の実施に伴う関連車両の主要走行ルートのう

ち、主に住居が存在する道路沿道３地点において等価騒音レベル（ＬAeq）を測定した。

なお、道路交通騒音の調査地点は交通量の調査地点と同じ地点である。 

調査の内容は表 5-4-1 に、現地調査地点の位置は図 5-4-1 に、道路交通騒音調査地

点の道路断面は図 5-4-2(1)～(3)に示すとおりである。 

 

表 5-4-1 調査内容 

 

調査対象項目 調査対象範囲・地点 調査対象期間 調査方法 

騒音の状況 大阪市 至近年 

既存資料調査 

大阪市環境白書 

令和元年度版 

（大阪市、令和元年） 

一般環境騒音 

・等価騒音ﾚﾍﾞﾙ:ＬAeq 

事業計画地周辺 

：３地点 

(平 日) 

・令和元年 

10月16日(水)12時

～17日(木)12時

(休 日) 

・令和元年 

10月20日(日) 

:０～24 時

現地調査 

JIS Z8731 

「環境騒音の表示・測定方法」 

道路交通騒音 

・等価騒音ﾚﾍﾞﾙ:ＬAeq 

関連車両主要走行

ルート沿道 

：３地点 
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図 5-4-1 現地調査地点図 

  

事業計画地 

施設関連車両主要通行ルート（退場） 

施設関連車両主要通行ルート（来場） 

注：走行ルートは現時点での計画を示しており、

今後の周辺道路の整備状況等により変更とな

る可能性がある。 

出入口については代表的な位置を示してい

る。 

環境騒音調査地点 

道路交通騒音調査地点 

交通３

交通１ 

環境１ 

環境２ 

環境３

交通２

図 5-4-1 現地調査地点図 



235 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-2(1) 道路交通騒音調査地点の道路断面（交通１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-2(2) 道路交通騒音調査地点の道路断面（交通２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-2(3) 道路交通騒音調査地点の道路断面（交通３） 
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(2) 調査結果 

① 大阪市の騒音の状況 

ａ．道路交通騒音 

「大阪市環境白書 令和元年度版」（大阪市、令和元年）によると、平成 30

年度の大阪市内における道路交通騒音レベルは、昼間で 68～71 デシベル、夜間

で 66～69 デシベルとなっている。 

なお、事業計画地が位置する北区の道路交通騒音の測定結果は、表 5-4-2 に示

すとおりである。 

 

表 5-4-2 道路交通騒音の測定結果（平成 30 年度） 

 

対象道路 測定地点 用途地域 
測定結果[LAeq]（デシベル）

昼間 
(６時～22 時) 

夜間 
(22 時～翌朝６時)

国道 423 号 北区豊崎４-５-９ 商業地域 71 69 

大阪高槻京都線 北区末広町２-４ 商業地域 68 66 

出典：「大阪市環境白書 令和元年度版」（大阪市、令和元年） 

 

ｂ．騒音に係る苦情件数 

「大阪市環境白書 令和元年度版」（大阪市、令和元年）によると、平成 30

年度の騒音に係る苦情件数は 732 件で、全公害苦情件数 1,382 件の 53.0％を占め

ており、発生源としては、「工事・建設作業」が最も多くなっている。 

 

② 現地調査 

ａ．一般環境騒音 

一般環境騒音レベルの測定は、「JIS C 1509」に定める「サウンドレベルメー

ター」を用いた。騒音計のマイクロホンは、地上 1.2ｍの高さに固定し、事業計

画地方向に向けて設置した。 

一般環境騒音の調査結果は、表 5-4-3 に示すとおりである。各地点の等価騒音

レベル（ＬAeq）の昼間の平均値は 55～58 デシベル、夜間の平均値は 50～53 デシ

ベルであり、昼間については全て環境基準値以下となっており、夜間については

環境２の休日以外は環境基準値を上回っていた。 

 

  



237 

表 5-4-3 一般環境騒音調査結果（等価騒音レベル：ＬAeq） 

単位：デシベル 

測定地点 平休 
騒音レベル(LAeq) 環境基準値 

主要騒音源 
昼間 夜間 昼間 夜間 

環境１ 
平日 56 52 

60 50 

周辺事業場、自動車 

休日 56 51 周辺事業場、自動車 

環境２ 
平日 58 52 周辺事業場、自動車 

休日 55 50 周辺事業場、自動車 

環境３ 
平日 56 53 周辺事業場、自動車 

休日 56 52 周辺事業場、自動車 

注：騒音レベルは、昼間の時間帯（６:00～22:00）、夜間の時間帯（22:00～翌日６:00）

の平均値である。 

 

ｂ．道路交通騒音 

道路交通騒音レベルの測定は、「JIS C 1509」に定める「サウンドレベルメー

ター」を用いた。騒音計のマイクロホンは、地上 1.2ｍの高さに固定し、道路方

向に向けて設置した。 

道路交通騒音の調査結果は、表 5-4-4 に示すとおりである。各地点の等価騒音

レベル（ＬAeq）の昼間の平均値は 65～68 デシベル、夜間の平均値は 62～64 デシ

ベルであり、全ての地点で昼間・夜間とも環境基準値以下となっていた。 

 

表 5-4-4 道路交通騒音調査結果（等価騒音レベル：ＬAeq） 

単位：デシベル 

測定地点 平休 
騒音レベル(LAeq) 環境基準値 要請限度値 

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

交通１ 
平日 66 63 

70 65 75 70 

休日 65 62 

交通２ 
平日 67 64 

休日 66 63 

交通３ 
平日 68 64 

休日 66 62 

注：騒音レベルは、昼間の時間帯（６:00～22:00）、夜間の時間帯（22:00～翌日

６:00）の平均値である。 
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5. 4. 2 施設の利用に伴う影響の予測・評価 

(1) 施設の供用 

① 予測内容 

施設の利用に伴う影響として、施設の供用により発生する騒音が事業計画地周辺

に及ぼす影響について、数値計算により予測した。予測内容は表 5-4-5 に、予測地

点の位置は図 5-4-3 に示すとおりである。 

各施設の屋外設置設備等を対象とし、事業計画地敷地境界３地点（敷地１～３）

において到達騒音レベルの 90％レンジ上端値（ＬA5）を、一般環境騒音調査を実施

した事業計画地周辺３地点（環境１～３）において等価騒音レベル（ＬAeq）を予測

した。 

予測時点は施設供用時、予測高さは地上 1.2ｍ及び最も影響のある高さについて

予測を行った。 

 

表 5-4-5 予測内容 

 

予測項目 対象発生源 予測範囲・地点 予測時点 予測方法 

施設の供用により発生する

騒音の影響 

・騒音レベル 

  

施設供用時 

回折減衰等によ

る減衰を考慮し

た伝搬理論計算

式により予測 

 90％レンジ上端値：ＬA5 
冷却塔、給排気口、

事業計画地内走行車

両 

事業計画地敷地境界 

：３地点

 等価騒音ﾚﾍﾞﾙ：ＬAeq 事業計画地周辺：３地点
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図 5-4-3 設備供用後騒音影響予測地点 
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② 予測方法 

ａ．予測手順 

施設の供用により発生する騒音の予測手順を図 5-4-4 に示す。 

設備から発生する騒音について、設備計画をもとにこれらの配置及びパワーレ

ベル等を設定した。 

また、事業計画地内で発生する変動騒音についても騒音レベル等を考慮して選

定した。 

そして、発生源を点音源として音の伝搬理論に基づく予測計算を行い、到達騒

音レベルを予測した。また、得られた到達騒音レベルに現況騒音レベルを合成し、

総合騒音レベルを予測した。 

なお、荷捌き作業及び廃棄物収集作業により発生する騒音については、作業場

所が地下であるため予測対象から除外した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-4 施設の供用により発生する騒音の予測手順 

 

各 音 源 か ら の 到 達 
騒 音 レ ベ ル の 合 成 

( 敷 地 境 界 で の Ｌ A 5 予 測 値 ) 

総 合 騒 音 レ ベ ル の 予 測 

( 住 居 地 で の Ｌ A e q 予 測 値 ) 

設 備 計 画 

主 要 騒 音 源 の 選 定 

主 要 騒 音 源 位 置 の 設 定 

主要騒音源のパワーレベルの設定 

点 音 源 の 伝 搬 計 算 

障 壁 等 の 設 定 

現 況 調 査 結 果 
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ｂ．予測モデル 

（ａ）施設からの騒音の予測式（自動車走行騒音を除く） 

各予測地点への到達騒音レベル予測式としては、距離による減衰、障壁によ

る回折減衰、空気分子の吸収による減衰を考慮した形で表される次式を用いた。 

 

ＬPA,i＝PWLPA,i－20log10ｒ－8－Ａe 

 

ＬPA,i ：到達騒音レベル （デシベル） 

PWLPA,i ：屋外音源パワーレベル （デシベル） 

ｒ ：音源・受音点間距離 （ｍ） 

Ａe ：超過減衰量 （デシベル） 

 

距離の逆二乗則で表されるエネルギーの拡がりによる減衰以外の減衰量を超

過減衰量（Ａe）といい、独立した次の各要素から構成される。 

 

Ａe＝Ａe1＋Ａe2＋Ａe3＋Ａe4 

 

Ａe1 ：障壁等による回折減衰量 

Ａe2 ：空気分子の吸収減衰量 

Ａe3 ：地表の吸収減衰量 

Ａe4 ：気象条件による減衰量 

 

ア．障壁等による回折減衰量 

音源と受音点との間に障壁や建物が存在するときは、音は騒音伝搬の過程

において音波の回折により減衰する。 

音波の回折による減衰については、障壁を半無限障壁と見なし、    

図 5-4-5 に示す前川の実験チャートを関数近似した次式を用いた。 

 

 
 

  Ａe1＝         …… (1) 

 

 

ΔＬ ： 回折減衰値（デシベル） 

 Ｎ  ： フレネル数 Ｎ＝２δ/λ（λ：波長，δ：経路差） 

音源から予測地点が見通せない場合はＮ≧０（δ≧０）、

見通せる場合はＮ＜０（δ＜０） 
 

 

 

 

 

 

 
0.324N0

0 N  0 N 

1  N 0.324)N(sinh
(1)sinh

8
5

1 N 13N10log

0.4851

1

10












の場合符号は、符号は
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図 5-4-5 自由空間の半無限障壁による減衰値 

 

微少な突起や段差を障壁として扱うと、回折に伴う補正量が過大に計算さ

れしまうことがある。ここでは、地面の反射による影響も考慮し、インサー

ションロスで回折減衰量を与える。 

すなわち回折減衰量（Ａe1）を次式により求める。 

 

Ａe＝ΔＬ1－ΔＬ2 

 

ΔＬ1 ：障壁上端での回折減衰値 （デシベル） 

（経路差：δ＝a＋b－r） 

ΔＬ2 ：障壁下端での回折減衰値 （デシベル） 

（経路差：δ＝－(c＋d－r)） 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-6  回折減衰量を求めるための２つのパス 

 

イ．空気分子の吸収減衰量 

空気分子の吸収による減衰量（Ａe2）は、JIS Z 8738(ISO 9613-1)「屋外

の音の伝搬における空気吸収の計算」における、気温 20℃、相対湿度 70％、

１基準気圧における値を用いた。その値を表 5-4-6 に示す。 

 

表 5-4-6 空気分子による吸収減衰量（20℃,70％,1 気圧） 

 

周波数(Hz) 63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

減衰量(dB/km) 0.0897 0.339 1.13 2.80 4.98 9.02 22.9 76.6

c 

a b 

d 
S 

R r 
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ウ．地表面の吸収による減衰量 

本予測においては、地表面の吸収による減衰は考慮せず、減衰量について

はＡe3＝0 とした。 

 

エ．気象条件による減衰量 

本予測においては、標準的な気象条件を対象とし、気象条件による減衰量

についてはＡe4＝0 とした。 

 

（ｂ）施設からの騒音の予測式（自動車走行騒音） 

自動車走行騒音の予測式は次式を用いた。 

 

 

 

 

 

ここで、 

ＬAeq,T,vehicle ：等価騒音レベル（デシベル） 

ＬAE ：単発騒音暴露レベル（デシベル）（ユニットパターンの

エネルギー積分値） 

ＮT ：時間範囲Ｔ（秒）の間の交通量（台） 

ＬpA,i ：ｉ番目の区間を通過する自動車による予測地点における

騒音レベル（デシベル） 

Ｔ ：対象とする基準時間帯の時間（秒） 

Ｔ0 ：基準時間、1（秒） 

Δｔi ：自動車がｉ番目の区間に存在する時間（秒） 

 

 

 

ここで、 

ＬpA,i ：ｉ番目の区間を通過する車両による予測地点における騒音レ

ベル（デシベル） 

ＬWA ：車両走行騒音のＡ特性音響パワーレベル（デシベル） 

ｒi ：ｉ番目の区間を通過する車両から予測地点までの距離（ｍ） 

ΔＬd,i ：ｉ番目の区間を通過する車両に対する回折効果に関する補正

量（デシベル） 

ΔＬg,i ：ｉ番目の区間を通過する自動車に対する地表面効果に関する

補正量（デシベル） 

（ΔＬg,i＝0 デシベルとした。） 

 

ＮT

Ｔ
ＬAeq,T,vehicle＝ＬAE＋10log10

1 

Ｔ0 
ＬAE＝10log10 Σ10Ｌ pA,i/10･Δｔi

i 

ＬpA,i＝ＬWA－8－20log10ｒi＋ΔＬd,i＋ΔＬg,i 
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［        ］

回折効果による補正量は、日本音響学会式（ASJ RTN-Model 2018）に示され

た次式を用いた。 

 

 

 

 

 

δ：行路差 

※予測地点から音源が見える場合にはδの符号を負とし、 

min［a,b］は、数値 a,b のうち小さい値を表す。 

 

（ｃ）到達騒音レベルの合成 

各音源からの到達騒音レベルの合成は次式を用いた。 

定常騒音及び自動車走行音を除く変動騒音の敷地境界における騒音レベルの

90%レンジ上端値（ＬA5）の予測値は、この総合到達騒音レベルとした。 

 

Ｌt＝10log10（Σ10Li/10） 

 

Ｌt ：全音源からの総合到達騒音レベル（デシベル） 

Ｌi ：各点音源からの到達騒音レベル （デシベル） 

 

（ｄ）等価騒音レベルの合成 

住居地での等価騒音レベル算出において、各発生源からの等価騒音レベル予

測値は次式により算出した。 

 

 

 

Ｔ ：対象とする基準時間帯（昼間６～22 時、夜間 22～６時）

の時間（秒） 

ＬAeq,T,vehicle ：自動車走行騒音によるＴ時間帯の等価騒音騒音レベル 

   （デシベル） 

ＬAeq,T,others ：上記以外の定常騒音、変動騒音によるＴ時間帯の等価騒

音レベル （デシベル） 

 

 

 

 

ＬpA,i ：ｉ番目の定常騒音源または変動騒音源による予測地点に

おける騒音レベル（デシベル） 

Ｔi ：ｉ番目の定常騒音または変動騒音の継続時間（秒） 

Ｔ0 ：基準時間（＝1）（秒） 

ＬAeq,T＝10log10(10Ｌ    /10＋10Ｌ     /10) Aeq,T,vehicle Aeq,T,others

ＬAeq,T,others＝10log10 
1

Ｔ0
Σ
i

pA,iＴi･10Ｌ /10

ΔＬd＝ 

－20－10log10δ 

－5－17.0・sinh-1δ0.415

min 0,－5+17.0・sinh-1δ0.415

δ≧1 

0 ≦ δ ＜ 1

δ＜0 



245 

（ｅ）現況騒音レベルとの合成 

事業計画地周辺地点における等価騒音レベル（ＬAeq）の予測値は、予測地点

における各騒音発生源からの等価騒音レベルに現況調査結果の等価騒音レベル

を合成したものとした。 

 

ＬAeq,total＝10log10（10ＬAeq,T/10＋10ＬAeq 現/10） 

 

ＬAeq,total ：予測地点における総合等価騒音レベル （デシベル） 

ＬAeq,T ：予測地点における発生源ごとの等価騒音レベル 

    （デシベル） 

ＬAeq 現 ：予測地点における現況等価騒音レベル （デシベル） 

 

ｃ．予測条件 

（ａ）空調設備等のパワーレベルの設定 

予測の対象とした騒音発生源は屋外に設置される冷却塔等とした。各騒音発

生源のパワーレベル、設置台数を表 5-4-7 に示す。パワーレベルについては、

メーカー提供値等により設定した。なお、これらの設備からの騒音は、定常音

である。 

 

表 5-4-7 空調設備等のパワーレベル 

 

事業計画地 設備名称 規格 台数
パワーレベル

(デシベル) 
稼働時間 

北 街 区 

冷 却 塔 5.5～7.5kW 12 86.6～89.4 
6:00～22:00

0:00～24:00

ガス焚温水ボイラ 34.4～57.7ｍ3
N/h 8 87.8～89.9 0:00～24:00

ガ ス 給 湯 器 50 号 12 63.0 0:00～24:00

水 冷 チ ラ ー 14.2kW 6 76.5 0:00～24:00

Ｈ Ｐ 給 湯 器 56.0kW 2 69.0 0:00～24:00

フ ァ ン 11.0kW 6 98.0 0:00～24:00

ポ ン プ 5.5kW 12 79.0 0:00～24:00

室 外 機 7.1～118.0kW 744 62.0～76.0 0:00～24:00

給 排 気 口 － 61 55.0～95.9 

0:00～24:00

7:00～22:00

8:00～24:00

南 街 区 

冷 却 塔 7.5kW 40 87.9 0:00～24:00

ガス焚温水ボイラ 45.3～73.6ｍ3
N/h 16 87.1～89.9 0:00～24:00

Ｈ Ｐ 給 湯 器 56.0kW 2 69.0 0:00～24:00

フ ァ ン 3.7～18.5kW 20 86.0～107.0 0:00～24:00

ポ ン プ 5.5kW 11 79.0 0:00～24:00

コ ー ジ ェ ネ － 3 75.0 0:00～24:00

室 外 機 8.0～100.0kW 845 54.0～78.0 0:00～24:00

給 排 気 口 － 491 41.7～104.8 

0:00～24:00

6:00～24:00

6:00～22:00
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（ｂ）自動車走行騒音の音源設定 

車両による走行音のパワーレベルは、自動車工学に基づくパワーレベル式に

より算出し小型車を 81.8 デシベル、大型車を 93.4 デシベルとした。なお、場

内の走行速度は 20km/h とした。 

１日あたりの車両台数は表 5-4-8 に示すとおりである。 

 

表 5-4-8 １日あたりの車両台数 

（台/日） 

事業計画地 車 種
平日 休日 

昼間 夜間 昼間 夜間 

北街区 
小型車 318 4 377 18 

大型車 20 0 10 0 

南街区 
小型車 1,475 30 1,295 56 

大型車 90 1 30 0 

注：入庫・出庫の多い方の台数 

 

 

（ｃ）騒音源及び障壁の配置 

騒音源となる冷却塔等及び障壁として考慮した建物や防音壁の配置は、

図 5-4-7 に示すとおりである。 
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図 5-4-7 騒音源及び障壁配置図(施設供用後) 
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③ 予測結果 

ａ．敷地境界 

施設の供用により発生する騒音の敷地境界付近における到達騒音レベル  

（ＬA5）を表 5-4-9 に示す。到達騒音レベルは、地上 1.2ｍでは最大で朝で 55 デ

シベル、昼間で 58 デシベル、夕で 55 デシベル、夜間で 53 デシベルと予測され

た。これは、工場・事業場における騒音の規制基準値（昼間：65 デシベル、

朝・夕：60 デシベル、夜間 55 デシベル）を下回っている。 

なお、環境地点の建物と同等の高さまで高さ方向の予測も行った結果、一部で

到達騒音レベルは地上 1.2ｍよりも高い場合があったが、すべて騒音の規制基準

値以下であった。 

 

表 5-4-9 施設の供用により発生する騒音の予測結果と規制基準値との比較 

（敷地境界） 

単位：デシベル 

時間 

区分 

到達騒音レベル（ＬA5） 

規制基準値平日 休日 

敷地１ 敷地２ 敷地３ 敷地１ 敷地２ 敷地３ 

朝 51(55) 55 48(55) 50(55) 52 48(55) 60 

昼間 56 55 48(55) 58 55 48(55) 65 

夕 55(56) 54 48(55) 50(55) 53(54) 48(55) 60 

夜間 50(55) 52(53) 48(55) 50(55) 53(54) 48(55) 55 

注：( )内の値は、最も影響の大きい高さでの予測値である。 

 

ｂ．環境地点 

施設の供用により発生する騒音の周辺地点における到達騒音レベル（ＬAeq）及

び到達騒音レベルと現況騒音レベルを合成した総合騒音レベルを表 5-4-10 に示

す。到達騒音レベルは地上 1.2ｍにおいて最大で平休日とも昼間で 49デシベル、

夜間で 41 デシベルと予測され、総合騒音レベルは最大で平日の昼間で 59 デシベ

ル、夜間で 53 デシベル、休日の昼間で 56 デシベル、夜間で 52 デシベルとなる

と予測された。環境２の休日の夜間を除いて、夜間の時間区分で総合騒音レベル

は環境基準値を上回っているが、施設からの到達騒音レベルは環境基準値と比較

して十分低く、施設からの騒音による環境騒音の上昇はほとんどないと予測され

た。 

なお、すべての予測地点において高さ方向についての予測も行った結果、環境

１及び３で到達騒音レベルは地上 1.2ｍよりも高い場合があったが、総合騒音レ

ベルは地上 1.2ｍの値と同等であった。 
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表 5-4-10 施設の供用により発生する騒音の予測結果と環境基準値との比較 

（環境地点） 

単位：デシベル 

予測 

地点 
平休日

時間 

区分 

到達騒音

レベル 

（ＬAeq） 

現況騒音

レベル 

（ＬAeq） 

総合騒音

レベル 

（ＬAeq） 

現況から

の増加分 

環境 

基準値

環境１ 

平日 
昼間 42(43) 56 56 0.2(0.2) 60 

夜間 39(40) 52 52 0.2(0.3) 50 

休日 
昼間 42(43) 56 56 0.2(0.2) 60 

夜間 39(40) 51 51 0.2(0.3) 50 

環境２ 

平日 
昼間 49(49) 58 59 0.5(0.5) 60 

夜間 40(40) 52 52 0.3(0.3) 50 

休日 
昼間 49(49) 55 56 1.0(1.0) 60 

夜間 40(40) 50 50 0.4(0.4) 50 

環境３ 

平日 
昼間 42(45) 56 56 0.2(0.3) 60 

夜間 41(42) 53 53 0.3(0.3) 50 

休日 
昼間 42(45) 56 56 0.2(0.3) 60 

夜間 41(42) 52 52 0.3(0.4) 50 

注：1．到達騒音レベル、現況騒音レベルおよび総合騒音レベルは環境基準値との比較から整数
値で示した。ただし、現況からの増加分については、施設の供用による影響をより詳細
に把握するため、小数点第１位まで示した。 

  2．( )内の値は、最も影響の大きい高さでの予測値である。 

 

④ 評価 

ａ．環境保全目標 

施設の供用により発生する騒音についての環境保全目標は、「環境への影響を

最小限にとどめるよう、環境保全について配慮されていること」、「環境基本法

に定められた環境基準の達成と維持に支障がないこと」、「騒音規制法や大阪府

生活環境の保全等に関する条例に定められた規制基準に適合すること」、「大阪

市環境基本計画の目標の達成と維持に支障がないこと」とし、本事業の実施が事

業計画地周辺の騒音に及ぼす影響について、予測結果を環境保全目標に照らして

評価した。 

 

ｂ．評価結果 

本事業においては、空調設備等について、低騒音型の設備を可能な限り採用す

るとともに、必要に応じて防音壁の設置等の対策を行うなど、周辺への騒音の影

響をできる限り軽減する計画である。 

予測結果によると、施設の供用により発生する騒音の敷地境界における到達騒

音レベル（ＬA5）は表 5-4-9 に示すとおりであり、最大で朝で 55 デシベル、昼間

で 58 デシベル、夕で 56 デシベル、夜間で 55 デシベルと予測された。これは、

工場・事業場における騒音の規制基準値（昼間：65 デシベル、朝・夕：60 デシ

ベル、夜間 55 デシベル）を下回っている。 

また、周辺地点における到達騒音レベル（ＬAeq）及び到達騒音レベルと現況騒

音レベルを合成した総合騒音レベルは表 5-4-10 に示すとおりであり、環境２の

休日の夜間を除いて、夜間の時間区分で総合騒音レベルは環境基準値を上回って
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いるが、施設からの到達騒音レベルは環境基準値と比較して十分低く、施設から

の騒音による環境騒音の上昇はほとんどないと予測された。 

なお、空調設備等については、機器の劣化等により周辺環境への影響が増加す

ることのないよう、管理記録を設ける等適切な維持管理を行う。 

以上のことから、周辺環境への影響を最小限にとどめるよう環境保全について

配慮されていること、事業による影響は、環境基準の達成と維持に支障がなく、

また、騒音規制法等に定められた規制基準に適合することから、環境保全目標を

満足するものと評価する。 
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(2) 施設関連車両の走行 

① 予測内容 

施設の利用に伴う影響として、施設関連車両の走行により発生する騒音が事業計

画地周辺に及ぼす影響について、数値計算により予測した。予測内容は表 5-4-11

に、予測地点の位置は図 5-4-8 に示すとおりである。 

道路交通騒音調査を行った施設関連車両の主要な走行ルートの沿道３地点におい

て、等価騒音レベル（ＬAeq）を予測した。 

予測時点は、施設供用時とした。 

なお、予測高さは地上 1.2ｍとした。 

 

表 5-4-11 予測内容 

 

予測項目 対象発生源 予測範囲・地点 予測時点 予測方法 

施設関連車両の走行により

発生する騒音の影響 

・騒音レベル 

（等価騒音ﾚﾍﾞﾙ：ＬAeq） 

施設関連車両（来場

車両及び搬入車両）

施設関連車両主要走行ル

ート等の沿道：３地点 

（道路交通騒音調査地点

 と同地点） 

施設供用時 

日本音響学会式

(ASJ RTN-Model 

2018)により予

測 
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図 5-4-8 施設関連車両の走行による騒音の予測地点 

事業計画地 

施設関連車両主要通行ルート（退場） 

施設関連車両主要通行ルート（来場） 

注：走行ルートは現時点での計画を示しており、

今後の周辺道路の整備状況等により変更とな

る可能性がある。 

出入口については代表的な位置を示してい

る。 

 車両の走行による騒音の予測地点 

交通１ 

交通３

交通２
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② 予測方法 

ａ．予測手順 

施設関連車両の走行により発生する騒音の予測手順を図 5-4-9 に示す。 

予測時点は、施設供用時とし、施設計画等に基づき施設関連車両の交通量を設

定した。 

予測時点における一般車両と施設関連車両を合わせた全車両と、一般車両のみ

について、日本音響学会式（ASJ RTN-Model 2018）を用いて等価騒音レベルを計

算し、その差を求めることにより、施設関連車両の走行による道路交通騒音への

影響を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 5-4-9 施設関連車両の走行により発生する騒音の予測手順 

道 路 構 造 条 件

沿 道 条 件

一 般 車 両 の 設 定 来 場 車 両 等 の 設 定

事 業 計 画

仮 想 音 源 の 設 定
離 散 音 源 点 の 設 定
予 測 地 点 の 設 定

予 測 時 点 の 設 定

全 車 両 に よ る
等 価 騒 音 レ ベ ル 計 算
（ASJ RTN-Model 2018）

施設関連車両による 

道路交通騒音の影響 

一 般 車 両 の み に よ る 
等 価 騒 音 レ ベ ル 計 算 
（ASJ RTN-Model 2018） 
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ｂ．予測モデル 

施設車両からの騒音予測は、日本音響学会式（ASJ RTN-Model 2018）を用いて

等価騒音レベル（ＬAeq）の予測を行った。 

（ａ）基本式  

 

  

  

 

ここで、 

ＬAeq ：等価騒音レベル  (デシベル) 

ＬAE ：単発騒音暴露レベル  (デシベル) 

ＬA.i  ：ｉ番目の音源から予測地点に到達するＡ特性音圧レベル 

   (デシベル) 

Δti  ：音源がｉ番目の区間に存在する時間  (秒) 

 Ｔ0    ：基準時間（＝１） (秒) 

 Ｎ ：交通量  (台/時) 

 

 

 

ここで、 

ＬA,i ：i 番目の音源位置から予測点に伝搬する 

騒音のＡ特性音圧レベル (デシベル) 

ＬWA,i ：i 番目の音源位置における自動車走行騒音の 

Ａ特性音響パワーレベル (デシベル) 

ｒi ：i 番目の音源位置から予測地点までの直達距離 (ｍ) 

ΔＬcor,i ：i 番目の音源位置から予測点に至る音の伝搬 

に影響を与える各種の減衰要素に関する補正量 (デシベル) 

 

 

 

ここで、 

a,b ：定数項 

Ｖ  ：走行速度 （km/時） 

Ｃ  ：基準値に対する補正項（=0） 

difＬΔ  ：回折に伴う減衰に関する補正量（=0） (デシベル) 

grndＬΔ  ：地表面効果による減衰に関する補正量（=0） (デシベル) 

airＬΔ  ：空気の音響吸収による減衰に関する補正量（=0） (デシベル) 

 

なお、 a,bの値は次の通りとした。 
車種 a b 備考 

大型車 88.8 10 
非定常走行部 

における値 
小型車 82.3 10 

二輪車 85.2 10 

 

icor,i10iWA,iA, ＬΔr20log-8-ＬＬ 

)
3600

Ｎ
(1010logＬ /10Ｌ

10Aeq
AE

i・Δt10
Ｔ

1
10logＬ

i

/10Ｌ

0

10AE
A.i

CVlog  10WAＬ ba

airgrnddifcor ＬΔＬΔＬΔＬΔ 
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（ｂ）暗騒音等を考慮した計算値補正式 

各予測地点における道路交通騒音の実測値と予測値の整合をとるため、暗騒

音及びモデル誤差を考慮した計算値の補正を行った。計算補正式は次のとおり

である。 

 

  

ここで、 

Ｌ ’Aeq  ：補正後将来計算値                (デシベル) 
Ｌse   ：将来計算値                   (デシベル) 

Ｌgi  ：現況実測値                   (デシベル) 

Ｌge  ：現況計算値                   (デシベル) 

 

 

ｃ．予測条件 

（ａ）道路条件 

予測地点は、道路交通騒音調査地点と同じ地点であり、予測時点における各

予測地点の道路断面は、図 5-4-2(1)～(3)に示すとおりである。 

 

（ｂ）交通条件 

各予測地点における施設供用時の将来交通量を表 5-4-12(1)～(6)に示す。

なお、小型には二輪車を含んでいる。 

各予測地点における一般車両の交通量については、現地調査において測定さ

れた交通量を元に、周辺道路整備に伴う交通量変化と周辺開発プロジェクトに

よる影響を加味して設定した。 

施設関連車両の台数については、事業計画をもとに設定した。 

なお、車両の走行速度は、予測地点における規制速度とし、交通１及び交通

３は 50km/h、交通２は 40km/h とした。 

)gigeseAeq －ＬＬ(－Ｌ'Ｌ 
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表 5-4-12(1) 将来交通量（交通１：平日） 

単位：台/時 

時間帯 
一般車両 施設関連車両 合計 

大型 小型 計 大型 小型 計 大型 小型 計 

 0:00～ 1:00 31 474 505 0 1 1 31 475 506

 1:00～ 2:00 25 354 379 0 1 1 25 355 380

 2:00～ 3:00 31 308 339 0 0 0 31 308 339

 3:00～ 4:00 36 253 289 0 0 0 36 253 289

 4:00～ 5:00 33 259 292 0 0 0 33 259 292

 5:00～ 6:00 34 245 279 0 0 0 34 245 279

 6:00～ 7:00 75 496 571 0 2 2 75 498 573

 7:00～ 8:00 115 1,075 1,190 1 14 15 116 1,089 1,205

 8:00～ 9:00 102 1,520 1,622 2 17 19 104 1,537 1,641

 9:00～10:00 167 1,052 1,219 3 20 23 170 1,072 1,242

10:00～11:00 124 1,315 1,439 4 29 33 128 1,344 1,472

11:00～12:00 162 1,008 1,170 4 37 41 166 1,045 1,211

12:00～13:00 113 1,147 1,260 1 46 47 114 1,193 1,307

13:00～14:00 95 1,147 1,242 3 44 47 98 1,191 1,289

14:00～15:00 87 1,250 1,337 3 40 43 90 1,290 1,380

15:00～16:00 166 1,266 1,432 2 33 35 168 1,299 1,467

16:00～17:00 81 1,274 1,355 1 42 43 82 1,316 1,398

17:00～18:00 72 1,473 1,545 1 49 50 73 1,522 1,595

18:00～19:00 40 1,332 1,372 1 47 48 41 1,379 1,420

19:00～20:00 40 1,098 1,138 0 18 18 40 1,116 1,156

20:00～21:00 49 803 852 0 7 7 49 810 859

21:00～22:00 43 696 739 0 9 9 43 705 748

22:00～23:00 39 560 599 0 3 3 39 563 602

23:00～ 0:00 43 468 511 0 2 2 43 470 513

合計 1,803 20,873 22,676 26 461 487 1,829 21,334 23,163

注：一般車両には周辺道路整備及び周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 

 

表 5-4-12(2) 将来交通量（交通１：休日） 

単位：台/時 

時間帯 
一般車両 施設関連車両 合計 

大型 小型 計 大型 小型 計 大型 小型 計 

 0:00～ 1:00 13 422 435 0 0 0 13 422 435

 1:00～ 2:00 10 372 382 0 0 0 10 372 382

 2:00～ 3:00 12 320 332 0 0 0 12 320 332

 3:00～ 4:00 20 265 285 0 0 0 20 265 285

 4:00～ 5:00 16 202 218 0 0 0 16 202 218

 5:00～ 6:00 21 183 204 0 0 0 21 183 204

 6:00～ 7:00 42 327 369 0 0 0 42 327 369

 7:00～ 8:00 74 508 582 0 1 1 74 509 583

 8:00～ 9:00 74 726 800 0 1 1 74 727 801

 9:00～10:00 63 850 913 1 14 15 64 864 928

10:00～11:00 57 890 947 2 16 18 59 906 965

11:00～12:00 44 966 1,010 2 42 44 46 1,008 1,054

12:00～13:00 49 896 945 3 40 43 52 936 988

13:00～14:00 45 1,069 1,114 0 53 53 45 1,122 1,167

14:00～15:00 34 947 981 3 46 49 37 993 1,030

15:00～16:00 52 1,033 1,085 1 67 68 53 1,100 1,153

16:00～17:00 45 1,068 1,113 0 53 53 45 1,121 1,166

17:00～18:00 39 1,262 1,301 0 49 49 39 1,311 1,350

18:00～19:00 39 913 952 0 14 14 39 927 966

19:00～20:00 35 796 831 0 18 18 35 814 849

20:00～21:00 36 692 728 0 12 12 36 704 740

21:00～22:00 47 604 651 0 12 12 47 616 663

22:00～23:00 41 490 531 0 13 13 41 503 544

23:00～ 0:00 40 390 430 0 1 1 40 391 431

合計 948 16,191 17,139 12 452 464 960 16,643 17,603

注：一般車両には周辺道路整備及び周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 
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表 5-4-12(3) 将来交通量（交通２：平日） 

単位：台/時 

時間帯 
一般車両 施設関連車両 合計 

大型 小型 計 大型 小型 計 大型 小型 計 

 0:00～ 1:00 11 696 707 0 0 0 11 696 707

 1:00～ 2:00 6 553 559 0 0 0 6 553 559

 2:00～ 3:00 23 405 428 0 0 0 23 405 428

 3:00～ 4:00 26 328 354 0 0 0 26 328 354

 4:00～ 5:00 23 218 241 0 0 0 23 218 241

 5:00～ 6:00 40 177 217 0 0 0 40 177 217

 6:00～ 7:00 73 486 559 0 1 1 73 487 560

 7:00～ 8:00 146 938 1,084 0 8 8 146 946 1,092

 8:00～ 9:00 134 867 1,001 1 18 19 135 885 1,020

 9:00～10:00 137 927 1,064 1 14 15 138 941 1,079

10:00～11:00 150 1,226 1,376 2 19 21 152 1,245 1,397

11:00～12:00 107 984 1,091 2 17 19 109 1,001 1,110

12:00～13:00 89 1,150 1,239 0 16 16 89 1,166 1,255

13:00～14:00 130 1,243 1,373 1 16 17 131 1,259 1,390

14:00～15:00 109 1,241 1,350 1 18 19 110 1,259 1,369

15:00～16:00 105 1,409 1,514 1 13 14 106 1,422 1,528

16:00～17:00 115 1,272 1,387 1 11 12 116 1,283 1,399

17:00～18:00 108 1,256 1,364 1 9 10 109 1,265 1,374

18:00～19:00 110 1,256 1,366 0 4 4 110 1,260 1,370

19:00～20:00 58 1,042 1,100 0 3 3 58 1,045 1,103

20:00～21:00 41 827 868 0 1 1 41 828 869

21:00～22:00 46 770 816 0 0 0 46 770 816

22:00～23:00 29 672 701 0 1 1 29 673 702

23:00～ 0:00 20 794 814 0 0 0 20 794 814

合計 1,836 20,737 22,573 11 169 180 1,847 20,906 22,753

注：一般車両には周辺道路整備及び周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 

 

表 5-4-12(4) 将来交通量（交通２：休日） 

単位：台/時 

時間帯 
一般車両 施設関連車両 合計 

大型 小型 計 大型 小型 計 大型 小型 計 

 0:00～ 1:00 10 758 768 0 0 0 10 758 768

 1:00～ 2:00 3 637 640 0 0 0 3 637 640

 2:00～ 3:00 8 576 584 0 0 0 8 576 584

 3:00～ 4:00 10 476 486 0 0 0 10 476 486

 4:00～ 5:00 27 353 380 0 0 0 27 353 380

 5:00～ 6:00 19 231 250 0 0 0 19 231 250

 6:00～ 7:00 54 281 335 0 0 0 54 281 335

 7:00～ 8:00 59 429 488 0 1 1 59 430 489

 8:00～ 9:00 78 637 715 0 0 0 78 637 715

 9:00～10:00 87 910 997 0 8 8 87 918 1,005

10:00～11:00 77 919 996 1 9 10 78 928 1,006

11:00～12:00 79 998 1,077 1 25 26 80 1,023 1,103

12:00～13:00 70 972 1,042 0 18 18 70 990 1,060

13:00～14:00 66 855 921 0 18 18 66 873 939

14:00～15:00 67 948 1,015 1 19 20 68 967 1,035

15:00～16:00 76 1,196 1,272 0 13 13 76 1,209 1,285

16:00～17:00 76 1,041 1,117 0 9 9 76 1,050 1,126

17:00～18:00 75 1,119 1,194 0 7 7 75 1,126 1,201

18:00～19:00 75 932 1,007 0 2 2 75 934 1,009

19:00～20:00 59 787 846 0 3 3 59 790 849

20:00～21:00 45 685 730 0 0 0 45 685 730

21:00～22:00 28 618 646 0 0 0 28 618 646

22:00～23:00 22 605 627 0 1 1 22 606 628

23:00～ 0:00 18 497 515 0 0 0 18 497 515

合計 1,188 17,460 18,648 3 133 136 1,191 17,593 18,784

注：一般車両には周辺道路整備及び周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 
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表 5-4-12(5) 将来交通量（交通３：平日） 

単位：台/時 

時間帯 
一般車両 施設関連車両 合計 

大型 小型 計 大型 小型 計 大型 小型 計 

 0:00～ 1:00 23 327 350 0 1 1 23 328 351

 1:00～ 2:00 29 284 313 0 0 0 29 284 313

 2:00～ 3:00 41 217 258 0 0 0 41 217 258

 3:00～ 4:00 51 199 250 0 0 0 51 199 250

 4:00～ 5:00 73 161 234 0 0 0 73 161 234

 5:00～ 6:00 133 293 426 0 0 0 133 293 426

 6:00～ 7:00 234 807 1,041 0 2 2 234 809 1,043

 7:00～ 8:00 262 1,069 1,331 0 12 12 262 1,081 1,343

 8:00～ 9:00 300 1,225 1,525 2 21 23 302 1,246 1,548

 9:00～10:00 297 963 1,260 2 21 23 299 984 1,283

10:00～11:00 372 1,209 1,581 4 28 32 376 1,237 1,613

11:00～12:00 299 1,091 1,390 3 32 35 302 1,123 1,425

12:00～13:00 275 1,186 1,461 1 37 38 276 1,223 1,499

13:00～14:00 257 1,079 1,336 2 34 36 259 1,113 1,372

14:00～15:00 294 1,295 1,589 2 33 35 296 1,328 1,624

15:00～16:00 238 1,178 1,416 2 26 28 240 1,204 1,444

16:00～17:00 252 1,613 1,865 2 30 32 254 1,643 1,897

17:00～18:00 154 1,327 1,481 2 33 35 156 1,360 1,516

18:00～19:00 128 1,646 1,774 0 28 28 128 1,674 1,802

19:00～20:00 103 1,181 1,284 0 12 12 103 1,193 1,296

20:00～21:00 63 751 814 0 4 4 63 755 818

21:00～22:00 54 628 682 0 5 5 54 633 687

22:00～23:00 61 515 576 0 2 2 61 517 578

23:00～ 0:00 36 541 577 0 1 1 36 542 578

合計 4,029 20,785 24,814 22 362 384 4,051 21,147 25,198

注：一般車両には周辺道路整備及び周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 

 

表 5-4-12(6) 将来交通量（交通３：休日） 

単位：台/時 

時間帯 
一般車両 施設関連車両 合計 

大型 小型 計 大型 小型 計 大型 小型 計 

 0:00～ 1:00 26 392 418 0 0 0 26 392 418

 1:00～ 2:00 8 257 265 0 0 0 8 257 265

 2:00～ 3:00 20 238 258 0 0 0 20 238 258

 3:00～ 4:00 24 164 188 0 0 0 24 164 188

 4:00～ 5:00 34 166 200 0 0 0 34 166 200

 5:00～ 6:00 26 187 213 0 0 0 26 187 213

 6:00～ 7:00 59 307 366 0 0 0 59 307 366

 7:00～ 8:00 97 512 609 0 0 0 97 512 609

 8:00～ 9:00 82 798 880 0 2 2 82 800 882

 9:00～10:00 83 1,076 1,159 1 12 13 84 1,088 1,172

10:00～11:00 95 1,369 1,464 1 14 15 96 1,383 1,479

11:00～12:00 106 1,246 1,352 1 38 39 107 1,284 1,391

12:00～13:00 111 1,234 1,345 2 32 34 113 1,266 1,379

13:00～14:00 66 1,142 1,208 0 39 39 66 1,181 1,247

14:00～15:00 101 1,212 1,313 2 36 38 103 1,248 1,351

15:00～16:00 69 1,167 1,236 0 44 44 69 1,211 1,280

16:00～17:00 94 1,340 1,434 1 34 35 95 1,374 1,469

17:00～18:00 68 1,165 1,233 0 30 30 68 1,195 1,263

18:00～19:00 53 1,076 1,129 0 10 10 53 1,086 1,139

19:00～20:00 66 789 855 0 12 12 66 801 867

20:00～21:00 52 753 805 0 6 6 52 759 811

21:00～22:00 50 549 599 0 6 6 50 555 605

22:00～23:00 37 482 519 0 7 7 37 489 526

23:00～ 0:00 25 350 375 0 0 0 25 350 375

合計 1,452 17,971 19,423 8 322 330 1,460 18,293 19,753

注：一般車両には周辺道路整備及び周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 
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③ 予測結果 

施設関連車両の走行により発生する騒音予測結果を表 5-4-13 に示す。 

施設関連車両の走行による道路交通騒音の増分は最大でも 0.2 デシベルと予測さ

れ、一般車両と施設関連車両を合わせた道路交通騒音はすべての地点及び時間区分

において環境基準値以下となった。 

 

表 5-4-13 施設関連車両の走行による道路交通騒音予測結果と環境基準値等との比較 

単位：デシベル 

予測 
地点 

平休 
時間 
区分 

等価騒音レベル（ＬAeq） 環境 
基準値

要請 
限度値一般車両＋ 

施設関連車両
一般車両 

施設関連車両 
による増分 

交通１ 

平日 
昼間 65.8 65.7 0.1 70 75 

夜間 62.5 62.5 0.0 65 70 

休日 
昼間 64.9 64.7 0.2 70 75 

夜間 61.3 61.3 0.0 65 70 

交通２ 

平日 
昼間 66.3 66.2 0.1 70 75 

夜間 63.7 63.7 0.0 65 70 

休日 
昼間 65.8 65.8 0.0 70 75 

夜間 63.0 63.0 0.0 65 70 

交通３ 

平日 
昼間 68.2 68.1 0.1 70 75 

夜間 63.8 63.8 0.0 65 70 

休日 
昼間 67.1 67.0 0.1 70 75 

夜間 62.5 62.5 0.0 65 70 

注：一般車両には周辺開発プロジェクトによる影響を含む。 
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④ 評価 

ａ．環境保全目標 

騒音についての環境保全目標は、「環境への影響を最小限にとどめるよう、環

境保全について配慮されていること」、「環境基本法に定められた環境基準の達

成と維持に支障がないこと」、「騒音規制法や大阪府生活環境の保全等に関する

条例に定められた規制基準に適合すること」、「大阪市環境基本計画の目標の達

成と維持に支障がないこと」とし、本事業の実施が事業計画地周辺の騒音に及ぼ

す影響について、予測結果を環境保全目標に照らして評価した。 

 

ｂ．評価結果 

施設関連車両の走行により発生する騒音予測結果は、表 5-4-13 に示すとおり

であり、施設関連車両の走行による道路交通騒音の増分は最大でも 0.2 デシベル

となり、一般車両と施設関連車両を合わせた道路交通騒音はすべての地点及び時

間区分において環境基準値以下となると予測された。 

また、本事業では駐車場台数を必要最小限とするとともに、ＪＲ大阪駅とはグ

ランフロント大阪等を経由しデッキを介して連絡できるような整備を行い、ホー

ムページでの案内等により公共交通機関の利用を促進する。また、レンタサイク

ル等の導入について検討するなど、自動車交通量の抑制に努める。 

以上のことから、周辺環境への影響を最小限にとどめるよう環境保全について

配慮されていること、事業による影響は、環境基準の達成と維持に支障がないこ

とから、環境保全目標を満足するものと評価する。 

 


